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イネ縞 葉枯病 抵抗性 品種 とヒメ トビウンカの保毒 虫率

高 橋 修 ・松 井 武 彦

(茨城県農業試験場)

茨城県西部では,1977年 の ヒメ トビウンカの多発生

以来,保 毒虫率が20%台 の高率 となり,発 病程度 も高

い状態が続いている。この対策 として今後抵抗性品種

の普及が見込まれる｡こ れに伴 って罹病性品種の発病

の変化が考え られる。これを保毒虫率の変動の面か ら

とらえるため,経 卵伝染率,吸 汁獲得率の解明を試み

ようと した｡

試 験 方 法

1)野 外の保毒虫率の変動

結城市の現地圃場におけるヒメ トビウンカ保毒虫率

を1982年 及 び'83年 の6月 か ら10月 の 間,各 世代 ごと

にラテ ックス凝集反応 を用 いて検定 した。品種はコシ

ヒカリ,青 い空,供 試個体数は100～200頭｡

2)イ ネの生育段階と発病及 び保毒虫率

農試場内において,1982年5月11日,6月3日,6

月22日 と植付時期を異 にしたイネ(日 本晴)に,7月

20日 に保毒虫率60%の ヒメ トビウンカを網砕 を用 いて

各10頭 放飼 した。

また,同 様に植付時期 を1983年5月11日,6月21日,

接種月日を6月10日,7月12日,20日 と し,保 毒虫率

25%又 は20%の ヒメ トビウンカを各10頭 ない し25頭 放

飼 し,収 穫時の発病茎率と保毒虫率 を調査 した｡

3)抵 抗 性品種の発病と保毒虫率

むさしこがね,星 の光,青 い空の3品 種と,罹 病性

の 日本晴 を6月21日 に定植 し,7月20日,保 毒虫率

20%の ヒメ トビウンカを15頭 及び25頭 放 飼 し,出 穂後

の8月24日 に発病茎率 を,11月28日 に保毒虫率を調査

した。

4)ヒ メ トビウンカの経卵伝染率 と媒介力の系統差

結城市の現地圃場か ら採取 したヒメ トビウンカを雌

雄1組 としてイネ幼苗 で飼育 し,イ ネに発病 させた組

の次世代幼虫の保毒虫率をラテ ックス凝集反応で検定

した。そして,こ のうち5組 の系統 を1本 植の4葉 期

の日本晴,む さしこがね,星 の光,青 い空の4品 種に

接種 し,発 病茎率を調査 した。

結果及び考察

現地圃場におけるヒメトビウンカの保毒虫率は,圃

場間の移動によると思われる数字の振幅がみられた｡

保毒虫率は罹病性品種に比べ,抵 抗性品種の青い空で

概ね低い傾向であった(第1表,第2表)。

第1表　 現地試験圃場における保毒虫率の変動(1982年)

第2表　 現地試験圃場における保毒虫率の変動(1983年)

生 育ステ-ジ を異 にしたイネに保毒虫 を接種 し,発

病茎率 と保毒虫率の変化をみた(第3表)。 その結果,

従来の知見 と同 じくイネの生育ステージが若いほど発

病茎率が高 くなった。

抵抗性品種に対する保毒虫の接種試験の結果では発

病は認 められなかった(第4表)。

なお,第3表 にみられるように,発 病茎率が低 いに

もかかわ らず,保 毒虫率が高 く維持 されている区がみ

られた｡こ れは放飼 したヒメ トビウンカの経卵伝染率

が高かったためと考え られる。また発病茎率が高くと
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第3表　 イネの生育段階と発病及び保毒虫率

第4表　 抵抗性品種の発病と保毒虫率

第5表　 系統別経卵伝染率

第6表　 ヒメトビウンカの抵抗性品種幼苗期

に対する媒介力の系統差

(発病茎率%)

も,保 毒虫率が低下 していて,吸 汁獲得が十分に行わ

れなかったと考え られる区もあった。そ こで,雌 雄1

組 ずつの飼育によって生物検定が(+)及 び(±)と

なった株の雌について,次 世代幼虫の保毒虫率 を経卵

伝染率 とみなして検定 したところ,(±)の 凝集反応

を含 めて経卵伝染率は約60～100%の 巾が認め られた

(第5表)。 経卵伝染率 は従来90～98%と されている。

試験方法は異なるが,今 回の結果では平均81.1%と か

な り低 い数字となった。

更に,こ のうちの5組 の系統を,4品 種 に接種 した

ところ,供 試 した系統によって発病に差が認められた

(第6表)。 すなわち,第5表 の経卵伝染率で(+)

率 の低 い系統(No.20,No.48)が 抵抗性品種 にも発病

させた。 また逆 に(+)率 の 高いグルー プに属する

No.27,No.31で は抵抗性品種 に発病させることができ

ず,罹 病性品種でも発病が不安定であった｡

ヒ メ トビウンカの系統 によって経卵伝染率及びウイ

ルス媒介能力に差があることが推察され,こ のため,

小規模 の枠試験では放飼系統の差 によって結果が大 き

く異なる可能性 がある。 しか し系統差があっても,地

域 レベルでの平均的な経卵伝染率,吸 汁獲得率 を知 る

ことができれば,抵 抗性品種による保毒虫率減少のモ

デルを考えてい く上で支障 はないと思われる。


